
連携

[板橋口地区再開発 4F] [ 既存公共施設 ]

展示 / 地域活動 / 日常の居場所

JR板橋駅

‐ホールA 
‐ホールB 
‐ホールC
‐ホール全面
‐会議室
‐情報発信コーナー

| 154㎡（80人）
| 102㎡（50人）
| 75㎡（36人）
| 400㎡（2～500人）
| 63㎡（30人）…1F
| 企業製品展示  …1F

学び・つながりの施設 屋外のサテライト施設 ホール、産業振興施設

公益エリア
西口駅前広場 ハイライフプラザ

時間│13:30－15:30

内容│新たに整備される板橋口地区 4F 公益エリアと、リニ

ューアルされる板橋駅西口駅前広場、既存ハイライフ

プラザの 3 つの施設を連携させた一体的利用・運営を

目指しています。この“えんのもり”の使い方を考え

るワークショップを開催します。

「えんのもり使い方ワークショップ１」 「まちのもったいないをデザインする」

時間│16:00－17:30

内容│プロジェクトに関わるヒト・モノ・カネを総合的にマ

ネジメントすることを通じて、公共空間・エリアマネ

ジメントなどの領域で多岐にわたる新規事業に参画し

、行政や企業を多面的にサポートされてきた経験を踏

まえ、まちづくりにおいて新しいモノとコトを創り出

すための“プロジェクトデザイン”についてお話し頂

きます。

備考│1 時間程度のレクチャーの後、30 分程度質疑応答の時

間を設ける予定です。

講師略歴│広瀬 郁
(株式会社トーンアンドマター代表 )
外資系のコンサルティング会社・不動産ベン

チャー会社で勤務後、現職。 クリエイティブ

とビジネスのブリッジングを得意とし、 様々

な新規事業にプロジェクトデザイナーとして

携わる。ワークプレイス、公共空間・公共施

設、エリアマネジメントなどの領域で多岐に

わたるプロジェクトを推進中。 

日　　時│2025年 7月 12日 ( 土 ) 13:30 ～ 17:30

場　　所│下板橋駅前集会所 (板橋 2-3-1 都営住宅敷地内 )

募集期限│7月 4日 ( 金 )  ※ 1

募集人数│①限目 15 名　②限目　50名 ※2

参  加  費│①・②限目とも 無料
＊1　応募多数の場合は抽選とさせて頂きます。当選者の方には7月 7日（月）に事務局よりご連絡致します。

＊2　①限目と②限目は通しでの参加、どちらかのみの参加も可能です。（フォームで選択下さい）

参加申込は以下の

入力フォームから

主催│えんのもりプロジェクト事務局（板橋区まちづくり推進室 地区整備課、NEY ＆ PARTNERS JAPAN)　 問い合せ先│ennomoriitabashi@gmail.com

 ＃02

１限目│まちあるき・ワークショップ 2限目│まちづくり連続レクチャー



令和 9（2027）年度から令和 11（2029）年度にかけて

まちづくりが進む、ＪＲ板橋駅前。三駅が近接する好立地を

活かした交通利便性の高い人中心のエリアをめざしています。

「板橋区の玄関口」のリニューアルに向けて、駅前のエリア

全体を「えんのもり」と名付けました。人々が出会う宿場町

としての歴史、縁がつながり新しいものに出会える学びの場、

杜のようなみどりいっぱいの空間、地域の活動やまちの見守

りといった、このエリアがめざすべき場所のイメージをネー

ミングに込めました。

新しい駅前広場は、車中心から人中心の安全で居心地のよ

い空間へとリニューアルします。豊かなみどりの整備が循環

型社会のシンボルとなり、雨水を地中に浸透させ、内水氾濫

などの都市型災害に対する地域の安全性も高めます。公益エ

リア、ハイライフプラザ、２つの再開発事業と一体となった

駅前広場が、新旧のコミュニティを次世代につなぎ、「むす

びのけやき」を中心に、活動と活気に溢れる空間となるよう、

商店街、町会、再開発事業者との連携を深めていきます。

えんのもりの豊かな空間は、まちづくりの事業による「つくる」だけでは成り立ちません。

住民、事業者、町会、商店街、行政など、地域に関わる主体が、空間を「つかう」方法や

「まもる」ための維持管理の新たな仕組みを、皆で考えていきたいと考えています。

 「えんのもりスクール」は、まちづくりを実践してきた方による講義やまちあるき、空間

の使い方のワークショップ等による「学びの場」です。学びから得られたヒントをもとに、

えんのもりの使い方や維持管理のあり方を議論していきたいと考えています。

えんのもりは、まちに関わる人々がまちのことを自分ごとで考え、ともに学び、熟議し、

活動する、そんな広場のような空間をめざします。


